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テクノロジー × 社会問題
社会問題にどんなテクノロジーで解決できるか実践形式で学ぶ



研究テーマ
• 地方都市で実現するAIを使ったスマート・シティ（Society 5.0） 
• ヘルスケアテック：風邪の流行の予兆をデータ分析で発見する 
• 神話・伝説をイマーシブエクスペリエンス（VR, AR）で再構築する 
• 野菜工場で飢餓問題を解決する 
• スポーツ・アナリティクスで運動不足、苦手意識を克服する 
• ハイテク兵器・サイバー戦争の諸問題 
• 人間とAIが共存する未来社会の実現 
• AIで実現する自転車の安全化 
• AIの物体認識でローカル観光をリッチにする 
• 癒しロボットで現代人の孤独を低減させる 
• 難民とスマートフォン



部員数50名でテクノロジーを学んでいる



edXなどのMOOCも使って学んでいる 
カリフォルニア大のFoundations of Data Science
クリアまで、あと少し



第4回、第7回 データビジネス創造コンテスト 
最優秀賞 受賞



和食文化を学ぶため、 
まず食べるところから始めた



食べながらディスカッションし、KJ法で 
分析の方向性を導き出した



雪が降り続き、学校に来ることが困難 
部活ができない日々が続いた











チーム名は姓名判断で決めた







職員会議でプレゼンしたけれど… 
反応は薄かった



Society 5.0時代における 
パーソナル・セキュリティを実現する情報環境



• メディア報道、警察からの
連絡によって事件を知る 

• 事件が発生してから言われ
ても遅い 

• いま自分が安全なのか、
これから移動する先が安
全なのか、ある程度のリア
ルタイム性が必要





事件の詳細がわかるPLICE.UK（イギリスの例）



カメラやAIを使ったセキュリティ・システムは 
街全体や集団の状態を把握する



カメラが360度を撮影し 
AIが周囲の異常を検出 
リスク評価

軍用と警察向けしかない 
プライバシーを保護しつつ、個人向けの 
セキュリティ・システムにしたい



AIで風邪の予兆を検知する 
学校や地域のエピデミックフルーを予防する



高校生が抱えるリスク

風邪で休むこと
風邪で１日欠席した場合の損失 = ７時間分の授業 
この損失を自力で回復することは難しい 
回復し難いリスクに対し、無防備な現実＝誰にでも経験があるから



webカメラ

Raspberry Pi



Yahoo! Japanはビッグデータから 
インフルエンザの感染拡大時期を予測



マスク装着人数から増加から拡大を予測

①マスクを着けている人が風邪を引いている可能性がある 
②風邪をひいている人が身近にいる 

③周囲の情報から風邪の予防を行なっている可能性がある



分類の学習
２項分類

・マスクを着けているか、着けていないか

・男子か女子か

学習方法
PythonとKerasを用いた

畳み込みニューラルネットワークで

二つの分類機を学習させる



男女分類モデル

マスク分類モデル

男

女

マスクあり

マスクなし



マスク着用者のカウント

Picture 人

顔

下半身下半身

マスクあり

マスクなし

男

女

クラウド上からダウンロードした写真を一枚づつ読み込み、上記の処理を行う。

写真から、人だけを切り出し、切り出した人を顔と下半身の画像データに分ける。

分けられた画像データそれぞれを、学習した推論モデルを用いて２項分類を行う。

Darknet YoLo 
人物検出

OpenCV 
顔と下半身を 
切り分け

Keras 
マスクの有無、 

スカートで男女を分類

Raspberry Pi 
webカメラから 
写真を保存



データセット

マスクの分類 男女の分類

顔の特徴を用いての分類は難しそうだった
ので、学校という特徴を生かし制服のス

カートとズボンで分類する

マスクの分類は、マスクを着用している
顔と着用していない二つのデータを用い

て分類する



マスクの有無の分類 約90% 
男女の分類 約98%

精度

マスク着用人数の増加と欠席数の増減がどのような相関関係にあるのか



AIやARを使った移植医療と 
臓器提供意思表示の啓発研究活動



同志社大学と5年間、移植医療の啓発活動、 
臓器提供意思表示率の向上に取り組んできた



臓器提供の意思を伝える 
臓器提供意思表示カード



日本

日本は、海外と比べて関心が低く、 
提供者数も少ない





富山県内のコンビニで 
意思表示カード啓発の「しおり兼コースター」を配布 

Webアプリを発表・配信



アプリで関心を高める
臓器移植への関心を高めるアプリを制作



新聞記事、SNS、インターネット上の動画
どのように臓器移植を語り、どんな共感を生んだか



2000年の共起ネットワーク

クラスターA

クラスターB

クラスターC



2009年の共起ネットワーク



2015年の共起ネットワーク

クラスターA



 

20162012

個人に関心が 
集まってる？



形容動詞の感情分類



ブックカバー10万枚以上を配布





Post Truthの時代におけるweb上の医療情報

検索結果が下位に
読まれない

医療関係者が
発信する情報

検索結果が上位に
どんどん広まる

間違った情報
あやふやな情報



非科学的、誤った情報があふれている
このような誤った情報の拡散を、どう防ぐこと
ができるか？



メディアリテラシー

科学リテラシー

ヘルスケア
リテラシー これまでの研究対象

（2016年度まで）

新しい研究対象（2017年度から）
疑似科学、科学リテラシー、
科学コミュニケーション

移植医療の普及をアピールする前に、科学リテラ
シーを高めなければ、正しく伝わらない

リアリティと
共感



幼い子供の学習方法
歌と身体表現で物事を学ぶ



歌詞、身体表現である動作、画面構成を分析



研究展示発表
第20回 臓器移植推進国民大会













LINEチャットボットとGoogle Home miniで 
臓器移植について自分の声で会話できる



3Dプリンタで作った心臓ガチャガチャ 
モノをとおして臓器移植について話すきっかけに







2019年10月@京都 
AIとARを使った移植医療博物館


